
７
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

８
月

９
月


月


月


月

見
出
し
で
振
り
返
る

年
の
観
光
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２
０
２
１
年
の
最
終
号
に
当
た
り
、今
年
の
観
光

業
界
を
本
紙
の
見
出
し
と
写
真
で
振
り
返
る
。昨
冬

に
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
事
業
が
停
止
と
な
り
、宿
泊
業
や
旅

行
業
を
含
む
観
光
産
業
は
厳
し
い
年
明
け
と
な
っ

た
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が
増
加
し
続
け
る

中
、７
月
か
ら
９
月
に
か
け
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
が
開
催

さ
れ
た
。今
秋
に
感
染
者
数
が
減
少
し
、緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
行
動
制
限
が
解
か
れ
、年
末
に
か
け
よ
う

や
く
誘
客
に
注
力
で
き
る
情
勢
へ
と
落
ち
着
い
た
。

　
■
変
化
進
む
今
が
地
方
創

生
の
契
機
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、

観
光
業
界
は
甚
大
な
影
響
を

受
け
る
中
、
国
土
交
通
省
が

２
０
２
１
年
に
観
光
分
野
に

対
し
て
取
り
組
む
成
長
戦
略

に
つ
い
て
、
赤
羽
一
嘉
国
交

相
（
当
時
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
。
（
１
日
付
）

　
■
旅
客
税
４
割
減
で
４
０

９
億
円
　

月

日
に
発
表

さ
れ
た
観
光
庁
の
２
０
２
１

年
度
当
初
予
算
案
は
、
前
年

度
比
約
４
割
減
の
４
０
８
億

７
千
万
円
と
な
っ
た
。
（
５

日
付
）

　
■
コ
ロ
ナ
禍
で
売
上
高
減

少
　
都
内
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
　
一
般
財
団
法
人
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
が
２
０
２
０

年
度
「
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
実
態
調
査
」
の
結
果

を
発
表
。

年
３
月
の
売
上

高
は

店
舗
が
前
年
同
月
を

下
回
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
（

日
付
）

　
■
「
観
光
大
国
　
再
び
目

指
す
」
　
菅
義
偉
首
相
（
当

時
）
は
、

日
に
召
集
さ
れ

た
通
常
国
会
で
施
政
方
針
演

説
を
行
い
、
「
新
型
コ
ロ
ナ

を
克
服
し
た
上
で
世
界
の
観

光
大
国
を
再
び
目
指
す
」
と

述
べ
た
。
（

日
付
）

　
■
前
年
比

％
の
大
幅
増

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
２
０
年
１
年
間

（
１
～

月
）
の
ホ
テ
ル
・

旅
館
経
営
業
者
の
倒
産
（
負

債
１
千
万
円
以
上
の
法
的
整

理
）
は
１
１
８
件
だ
っ
た
。

前
年
の

件
か
ら

・
３
％

の
大
幅
増
。
（

日
付
）

　
■
感
染
拡
大
で「
二
番
底
」

へ
　
観
光
庁
が
発
表
し
た
宿

泊
旅
行
統
計
調
査
の
第
１
次

速
報
値
に
よ
る
と
、
全
国
の

宿
泊
施
設
に
お
け
る
昨
年


月
の
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
前
年

同
月
比

・
９
％
減
の
２
９

２
５
万
人
泊
だ
っ
た
。
（
６

日
付
）

　
■
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
少
・

短
・
近
」
　
内
閣
府
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
国
内
旅
行
消
費

の
変
化
～
旅
行
形
態
に
み
ら

れ
る
変
化
～
」
と
題
し
た
レ

ポ
ー
ト
を
発
表
。
２
０
２
０

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

旅
行
者
の
旅
行
形
態
が
変
化

し
、
旅
行
の
「
少
人
数
化
」

「
短
期
化
」
「
近
距
離
化
」

と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
浮
か
び
上
が
る
と
し
た
。

（

日
付
）

　
■
年
末
ま
で
に
８
７
８
１

万
人
泊
　
観
光
庁
に
よ
る

と
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

事
業
の
利
用
人
泊
数
は
、
事

業
が
始
ま
っ
た
昨
年
７
月


日
か
ら
全
国
停
止
と
な
っ
た


月

日
ま
で
の
期
間
で
、

少
な
く
と
も
約
８
７
８
１
万

人
泊
と
推
計
さ
れ
た
。
（


日
付
）

　
■
グ
ラ
ン
プ
リ
に
３
施
設

　
旅
館
業
の
魅
力
や
自
館
の

取
り
組
み
、
仕
事
へ
の
思
い

を
経
営
者
、
従
業
員
が
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
「
第

５
回
旅
館
甲
子
園
」
（
全
旅

連
青
年
部
主
催
）が
開
か
れ
、

最
高
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を

「
グ
ラ
ン
エ
レ
メ
ン
ト
」

（
滋
賀
県
米
原
市
）
、
「
油

谷
湾
温
泉
ホ
テ
ル
楊
貴
館
」

（
山
口
県
油
谷
湾
温
泉
）
、

「
テ
ラ
ス
御
堂
原
」
（
大
分

県
別
府
温
泉
）が
受
賞
し
た
。

（

日
付
）

　
■
「
観
光
再
生
宣
言
」
を

発
表
　
日
本
観
光
振
興
協
会

は「
日
本
の
観
光
再
生
宣
言
」

を
発
表
。
観
光
の
灯
を
消
さ

ず
、
観
光
産
業
の
生
産
性
や

プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
う
た
っ
た
。
（
６
日

付
）

　
■
新
社
名
「
Ａ
Ｎ
Ａ
あ
き

ん
ど
」
　
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス

は
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を

目
的
に
社
名
を
「
Ａ
Ｎ
Ａ
あ

き
ん
ど
」
に
変
更
し
た
。
事

業
内
容
は「
地
域
創
生
事
業
」

「
航
空
セ
ー
ル
ス
事
業
」
の

二
つ
に
。
（
６
日
付
）

　
■
１
月
の
宿
泊

％
減
に

　
観
光
庁
が
発
表
し
た
宿
泊

旅
行
統
計
調
査
の
第
１
次
速

報
値
に
よ
る
と
、
全
国
の
宿

泊
施
設
に
お
け
る
２
０
２
１

年
１
月
の
延
べ
宿
泊
者
数
は

前
年
同
月
比

・
０
％
減
の

１
６
８
１
万
人
泊
と
な
っ

た
。
（
６
日
付
）

　
■
国
内
旅
行
消
費

％
減

　
観
光
庁
の
旅
行
・
観
光
消

費
動
向
調
査
の
２
０
２
０
年

年
間
値
（
速
報
値
）
で
、
日

本
人
の
国
内
旅
行
消
費
額

は
、
前
年
比

・
９
％
減
の

９
兆
８
９
８
２
億
円
と
な
っ

た
。
現
行
の
調
査
手
法
と
な

っ
た
２
０
１
０
年
以
降
で
最

低
値
。
（

日
付
）

　
■
五
色
ヶ
原
（
岐
阜
県
高

山
市
）
が
大
賞
受
賞
　
環
境

省
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
優

れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
の
受

賞
者
７
件
を
決
定
し
た
。
大

賞
に
は
、
高
山
市
乗
鞍
山
麓

五
色
ケ
原
の
森
・
五
色
ケ
原

の
森
案
内
人
の
会
（
岐
阜
県

高
山
市
）
を
選
ん
だ
。
（


日
付
）

　
■
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
を
貸

し
切
り
営
業
　
よ
み
う
り
ラ

ン
ド
（
東
京
都
稲
城
市
、
川

崎
市
多
摩
区
）
は
、
「
卒
業

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
思
い
出
ツ

ア
ー
」
と
題
し
、
川
崎
市
内

の
小
学
校
の
６
年
生
を
対
象

に
遊
園
地
を
貸
し
切
り
営
業

し
た
。
コ
ロ
ナ
下
の
特
別
な

思
い
出
づ
く
り
に
と
川
崎

市
、
同
市
教
育
委
員
会
が
企

画
。
（

日
付
）

　
■

年
度
も
本
部
会
費
全

額
免
除
　
日
本
旅
館
協
会
は

東
京
都
内
で
理
事
会
を
開

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
伴
う
会
員
施

設
の
経
営
悪
化
に
配
慮
し
、

２
０
２
０
年
度
に
続
き

年

度
も
本
部
会
費
を
全
額
免
除

し
、
支
部
連
合
会
費
を
半
額

と
す
る
方
針
を
示
し
た
。

（

日
付
）

　
■
県
内
旅
行
割
引
を
支
援

　
観
光
庁
は
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
事
業
が
再
開
す
る
ま

で
の
期
間
、
都
道
府
県
が
そ

れ
ぞ
れ
に
取
り
組
む
観
光
需

要
喚
起
策
を
支
援
す
る
と
発

表
し
た
。（
３
日
付
）

　
■
宿
泊
４
団
体
、
観
議
連

に
要
望
　
宿
泊
４
団
体
は
自

民
党
観
光
産
業
振
興
議
員
連

盟
の
総
会
で
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
重

点
要
望
」
を
行
っ
た
。
要
望

は
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

業
の
早
期
再
開
や
、
地
方
自

治
体
に
よ
る
観
光
需
要
喚
起

策
へ
の
支
援
な
ど
。
（
３
日

付
）

　
■
空
と
陸
の
移
動
が
連
携

　
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
と

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

の
推
進
、社
会
実
装
に
向
け
、

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
に

合
意
し
た
。
空
と
陸
の
移
動

を
担
う
両
者
が
垣
根
を
越
え

て
連
携
し
、
シ
ー
ム
レ
ス
に

移
動
で
き
る
社
会
を
実
現
す

る
。
（

日
付
）

　
■
温
泉
地
、
全
国
に
２
９

１
７
ヵ
所
　
環
境
省
が
ま
と

め
た
２
０
１
９
年
度
の
「
温

泉
利
用
状
況
」
に
よ
る
と
、


年
３
月
末
現
在
の
温
泉
地

数（
宿
泊
施
設
の
あ
る
場
所
）

は
全
国
で
２
９
７
１
カ
所
と

な
り
、
前
年
同
月
時
点
と
比

べ

カ
所
減
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
（

日
付
）

　
■
宿
の
人
材
育
成
で
連
携

　
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅

連
）
青
年
部
は
、
日
本
航
空

（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
と
人
材
育
成
で

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
Ｊ

Ａ
Ｌ
の
サ
ー
ビ
ス
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
全
国
各
地
の
青
年

部
の
宿
で
実
施
す
る
。
（


日
付
）

　
■
民
泊
２
１
９
３
件
減
少

　
民
泊
の
ル
ー
ル
を
定
め
た

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
基
づ
く

届
け
出
住
宅
数
は
、
観
光
庁

の
４
月

日
時
点
の
集
計
で

１
万
９
１
９
２
件
と
な
り
、

前
年（

年
４
月

日
時
点
）

比
で
２
１
９
３
件
減
少
し

た
。
（

日
付
）

　
■
グ
ラ
ン
プ
リ
は
４
者
共

同
商
品
　
日
本
国
内
の
優
れ

た
鉄
道
旅
行
を
表
彰
す
る
２

０
２
０
年
度
の
「
鉄
旅
オ
ブ

ザ
イ
ヤ
ー
」
の
結
果
発
表
、

授
賞
式
が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ン

プ
リ
に
読
売
旅
行
ら
４
者
共

同
の
企
画
商
品
、
「
三
セ
ク

鉄
道
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
印
〝
鉄

印
″
が
も
ら
え
る
『
鉄
印
帳

Ｒ
』
付
ツ
ア
ー
　
９
つ
の
列

車
を
ツ
ナ
グ
！
み
ち
の
く
鉄

道
周
遊
」
が
選
ば
れ
た
。

（
１
日
付
）

　
■
新
た
に
２
カ
所
を
申
請

　
国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員

会
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）
日
本
国
内

委
員
会
は
こ
の
ほ
ど
、
「
世

界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」
の

候
補
施
設
と
し
て
、
寺
ケ
池

・
寺
ケ
池
水
路
（
大
阪
府
河

内
長
野
市
）
と
宇
佐
の
か
ん

が
い
用
水
群
（
大
分
県
宇
佐

市
）
を
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
本
部
に
申

請
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

（

日
付
）

　
■
月
次
支
援
金
、
宿
泊
業

も
対
象
　
政
府
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

で
４
月
以
降
の
緊
急
事
態
宣

言
の
発
令
、
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
に
伴
う
、
外
出
自

粛
や
休
業
・
時
短
営
業
の
影

響
を
受
け
た
中
小
企
業
や
個

人
事
業
者
に「
月
次
支
援
金
」

を
給
付
す
る
と
発
表
し
た
。

要
件
を
満
た
せ
ば
、
地
域
を

問
わ
ず
宿
泊
業
、
旅
行
業
な

ど
も
対
象
と
な
る
。
（

日

付
）

　
■
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

旅
行
各
社
の
取
り
組
み
　
コ

ロ
ナ
禍
で
注
目
が
集
ま
る
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
獲
得

に
向
け
て
、
旅
行
会
社
は
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。
本

社
は
、
主
要
な
旅
行
会
社
６

社
に
対
し
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
た
。
（

日
付
）

　
■
国
内
旅
行
消
費

％
減

　
観
光
庁
が
発
表
し
た
旅
行

・
観
光
消
費
動
向
調
査
の
速

報
値
で
、
２
０
２
１
年
１
～

３
月
期
の
日
本
人
の
国
内
旅

行
消
費
額
は
、

年
同
期
比


・
１
％
減
の
１
兆
６
４
５

８
億
円
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の

年
同
期
比
で
は


・
９
％
減
。
（

日
付
）

　
■
旅
館
業
法
は
改
正
へ
　

自
民
党
の
観
光
立
国
調
査
会

は
検
討
内
容
に
つ
い
て
最
終

の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

旅
館
業
法
は
営
業
者
が
新
型

コ
ロ
ナ
な
ど
感
染
症
の
疑
い

が
あ
る
人
の
宿
泊
を
拒
否
で

き
る
よ
う
、
第
５
条
の
改
正

を
目
指
す
。
（
５
日
付
）

　
■
経
営
統
合
に
基
本
合
意

　
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
と
ソ
ラ
シ
ド

エ
ア
は
、
持
ち
株
会
社
方
式

で
の
経
営
統
合
に
基
本
合
意

し
た
と
発
表
し
た
。
来
年


月
ご
ろ
を
め
ど
に
共
同
持
ち

株
会
社
の
設
立
を
目
指
す
。

（

日
付
）

　
■
職
域
接
種
　
温
泉
・
観

光
地
で
動
き
広
が
る
　
全
国

の
温
泉
・
観
光
地
で
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種

に
取
り
組
む
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。天
童（
山
形
県
）、

道
後
（
愛
媛
県
）
、
有
馬

（
兵
庫
県
）
の
旅
館
協
同
組

合
、
観
光
協
会
な
ど
が
既
に

態
勢
を
整
え
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
の
従
業
員
ら
を
対
象
に
、

早
け
れ
ば
今
月
か
ら
接
種
を

始
め
る
。
（

日
付
）

　
■
「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
早
期

導
入
求
め
る
　
日
本
観
光
振

興
協
会
は
、
「
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
観
光
産
業
か
ら

の
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
表

し
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

広
く
行
き
渡
る
よ
う
、
観
光

産
業
と
し
て
職
域
接
種
な
ど

に
全
面
的
に
協
力
す
る
姿
勢

を
示
す
と
と
も
に
、
接
種
歴

を
証
明
す
る
「
ワ
ク
チ
ン
パ

ス
ポ
ー
ト
」
の
早
期
導
入
を

求
め
た
。
（

日
付
）

　
■
「
も
う
一
度
原
点
へ
」

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
、
１
９
３
２
会
員
）
は

２
０
２
１
年
度
第

回
定
時

総
会
を
開
催
し
た
。
坂
巻
伸

昭
会
長
（
当
時
）
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
未
曽
有
の
危
機
の
中

に
あ
る
が
、
も
う
１
度
原
点

に
戻
り
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
て
い
く
」
と

強
調
し
た
。
（

日
付
）

　
■
長
官
に
和
田
航
空
局
長

　
国
土
交
通
省
は
幹
部
人
事

を
発
表
し
、
７
月
１
日
発
令

の
観
光
庁
長
官
人
事
で
蒲
生

篤
実
長
官
が
退
任
し
、
和
田

浩
一
国
交
省
航
空
局
長
が
就

任
す
る
と
発
表
し
た
。
（
３

日
付
）

　
■

年

～

月
に
Ｄ
Ｃ

開
催
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
茨
城

県
は
、
２
０
２
３
年

～


月
に
茨
城
県
で
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｄ
Ｃ
）
を
開
催
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。
（
３
日
付
）

　
■
５
月
宿
泊
者
は

％
減

　
観
光
庁
が
発
表
し
た
２
０

２
１
年
５
月
の
全
国
の
宿
泊

施
設
に
お
け
る
延
べ
宿
泊
者

数
（
第
１
次
速
報
値
）
は
２

０
１
３
万
人
泊
だ
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
前
の

年
５
月
と
の

比
較
で
は

・
１
％
減
と
大

幅
な
落
ち
込
み
だ
っ
た
。

（

日
付
）

　
■
東
京
な
ど
無
観
客
に
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
五
輪
）

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
組

織
委
員
会
は
、
東
京
、
神
奈

川
、
千
葉
、
埼
玉
の
１
都
３

県
で
行
わ
れ
る
五
輪
競
技
の

無
観
客
で
の
開
催
を
発
表
し

た
。
（

日
付
）

　
■
坂
巻
伸
昭
氏
（
東
武
ト

ッ
プ
社
長
　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会

長
）
が
死
去
　
坂
巻
伸
昭
氏

が

日
午
後

時

分
、
肺

が
ん
の
た
め
死
去
、

歳
。

２
０
１
３
年
８
月
か
ら
ト
ッ

プ
ツ
ア
ー
代
表
取
締
役
社
長

と
東
武
ト
ラ
ベ
ル
代
表
取
締

役
を
兼
任
。

年
４
月
に
両

社
が
合
併
し
、
東
武
ト
ッ
プ

ツ
ア
ー
ズ
と
な
り
現
職
に
就

任
。

年
に
は
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
副

会
長
、

年
６
月
に
は
同
会

長
に
就
任
し
た
。（

日
付
）

　
■
沖
縄
県
が
１
位
　
リ
ク

ル
ー
ト
の
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た

「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査

２
０
２
１
」
の
結
果
と
し
て

都
道
府
県
の
魅
力
度
ラ
ン
キ

ン
グ
が
発
表
さ
れ
、
２
０
２

０
年
度
の
総
合
満
足
度
１
位

は
沖
縄
県
で
、
テ
ー
マ
別
の

ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
９
部
門
中

７
部
門
で
１
位
を
獲
得
し

た
。
（

日
付
）

　
■
「
休
廃
業
・
解
散
」
が

増
加
　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

に
よ
る
と
、
今
年
上
半
期

（
１
～
６
月
）
の
ホ
テ
ル
・

旅
館
経
営
業
者
の
倒
産
（
負

債
１
千
万
円
以
上
の
法
的
整

理
）
は

件
、
負
債
総
額
は

１
２
１
８
億
３
５
０
０
万
円

だ
っ
た
。
同
社
が
集
計
し
た

倒
産
以
外
の
「
休
廃
業
・
解

散
企
業
」
は
ホ
テ
ル
・
旅
館

が
１
０
４
件
で
前
年
同
期
比


・
２
％
増
と
大
き
く
増
加

し
た
。
（
１
日
付
）

　
■

月
に
新
生
Ｋ
Ｎ
Ｔ
発

足
　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
は


月
１
日
、
連
結
子
会
社
で
あ

る
地
域
会
社
な
ど
８
社
を
近

畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
首
都
圏

に
吸
収
合
併
、
新
生
「
近
畿

日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
株
式
会
社

（
Ｋ
Ｎ
Ｔ
）
」
と
し
て
発
足

す
る
。
（
１
日
付
）

　
■
世
界
遺
産
２
件
決
定
、

誘
客
に
期
待
　
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）の

世
界
遺
産
委
員
会
は「
奄
美

大
島
、徳
之
島
、沖
縄
島
北
部

及
び
西
表
島
」（
鹿
児
島
県
、

沖
縄
県
）、「
北
海
道
・
北
東
北

の
縄
文
遺
跡
群
」（
北
海
道
、

青
森
県
、岩
手
県
、秋
田
県
）

の
世
界
遺
産
登
録
を
決
定
し

た
。（
７
日
付
）

　
■
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
新
会
長
に
菊

間
副
会
長
　
日
本
旅
行
業
協

会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
は
、
会
長

を
務
め
て
い
た
坂
巻
伸
昭
氏

の
死
去
に
伴
い
、
臨
時
理
事

会
を
開
催
し
、
新
会
長
と
し

て
菊
間
潤
吾
副
会
長
（
ワ
ー

ル
ド
航
空
サ
ー
ビ
ス
会
長
）

を
選
出
し
た
。
（
７
日
付
）

　
■
震
災
伝
承
施
設
が
開
館

　
福
島
県
富
岡
町
に
こ
の
ほ

ど
、
震
災
伝
承
施
設
「
と
み

お
か
ア
ー
カ
イ
ブ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
が
開
館
し
た
。
東

日
本
大
震
災
の
津
波
で
被
災

し
た
パ
ト
カ
ー
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
（

日
付
）

　
■
「
し
あ
わ
せ
ぐ
る
り
、

し
こ
く
る
り
。
」
　
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
と
四
国
４
県
（
徳
島

県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
高

知
県
）
は
、

月
１
日
～


月

日
に
開
催
す
る
四
国
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
四
国
Ｄ
Ｃ
）
の
概

要
を
発
表
し
た
。
メ
イ
ン
タ

イ
ト
ル「
し
あ
わ
せ
ぐ
る
り
、

し
こ
く
る
り
。
」
を
軸
に
五

つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
。
四
国

特
有
と
い
え
る
自
然
美（
風
、

水
、
色
）
が
感
じ
ら
れ
る
旅

を
提
供
す
る
。
（

日
付
）

　
■
１
７
７
億
円
要
求
　
観

光
庁
の
２
０
２
２
年
度
予
算

の
概
算
要
求
が
発
表
さ
れ

た
。
事
業
ご
と
の
予
算
を
明

示
し
た
要
求
額
は

年
度
当

初
予
算
比

％
増
の
１
７
７

億
４
千
万
円
で
、
コ
ロ
ナ
禍

を
踏
ま
え
た
観
光
産
業
の
支

援
と
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
観
光
需
要
の
創
出
に

充
て
る
。
（
４
日
付
）

　
■
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
認

定
　
観
光
庁
は
、
「
観
光
施

設
に
お
け
る
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
認
定
制
度
」
を
創
設
し

た
。
高
齢
者
や
障
害
者
が
安

全
、
快
適
に
施
設
を
利
用
で

き
る
よ
う
ソ
フ
ト
面
の
対
策

を
工
夫
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
バ
リ
ア
の
情
報
発
信
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
宿

泊
施
設
な
ど
を
認
定
す
る
。

（

日
付
）

　
■
旅
館
業
法
見
直
し
の
是

非
　
本
社
は
、
見
直
し
が
議

論
さ
れ
る
旅
館
業
法
に
関
し

て
全
国
の
主
要
旅
館
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
宿

泊
拒
否
制
限
を
規
定
し
た
第

５
条
は

％
が
「
改
正
が
必

要
」と
回
答
。「
必
要
な
し
」

は

％
だ
っ
た
。（

日
付
）

　
■
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
未
完
　
菅

首
相
退
任
へ
　
菅
義
偉
首
相

は
、
自
民
党
総
裁
選
に
立
候

補
し
な
い
こ
と
を
表
明
し
、

退
任
が
決
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
が
世
界
を
覆
う
中
、
首
相

に
就
任
し
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
事
業
、
観
光
需
要
回

復
の
た
め
の
政
策
プ
ラ
ン
を

推
進
し
て
き
た
が
、
観
光
の

再
生
は
道
半
ば
で
退
陣
す

る
。
（

日
付
）

　
■
「

年
を
観
光
復
興
の

起
点
に
」
　
大
阪
商
工
会
議

所
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
打

撃
を
受
け
る
大
阪
観
光
復
活

の
た
め
の
振
興
施
策
な
ど
を

ま
と
め
た
「
大
阪
府
・
大
阪

市
へ
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

の
観
光
復
活
に
関
す
る
要

望
」
を
大
阪
府
、
市
に
提
出

し
た
。
（

日
付
）

　
■
重
点
支
援
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に


法
人
　
観
光
庁
は
、
２
０
２

１
年
度
の
「
重
点
支
援
Ｄ
Ｍ

Ｏ
」
に

法
人
を
選
定
し
た

と
発
表
し
た
。

年
度
選
定

の

法
人
に
５
法
人
を
追

加
。
（

日
付
）

　
■
奈
良
県
、
客
室
数
増
へ

補
助
金
　
２
０
２
５
年
度
ま

で
に
宿
泊
施
設
の
客
室
数
を

１
万
２
千
室
に
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る
奈
良
県
は
、

「
宿
泊
施
設
立
地
促
進
補
助

金
」
制
度
を
創
設
、
県
内
の

旅
館
・
ホ
テ
ル
事
業
者
の
施

設
建
設
を
後
押
し
す
る
。

（

日
付
）

　
■
「
緊
急
事
態
」
「
重
点

措
置
」
を
解
除
　
政
府
は
、


都
道
府
県
に
発
出
し
て
い

た
緊
急
事
態
宣
言
、
８
県
に

適
用
し
て
い
た
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
に
つ
い
て
、
期

限
と
す
る
９
月

日
限
り
で

解
除
す
る
と
発
表
し
た
。

（
４
日
付
）

　
■
１
年
２
カ
月
ぶ
り
営
業

開
始
　
昨
年
７
月
に
九
州
地

方
を
襲
っ
た
豪
雨
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
「
清
流

山
水
花
あ
ゆ
の
里
」
（
熊
本

県
人
吉
温
泉
）
が
、
復
旧
工

事
と
、
商
品
力
強
化
の
た
め

の
全
館
に
わ
た
る
改
装
を
完

了
し
、
８
月

日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
（
４
日
付
）

　
■

社

ツ
ア
ー
で
検
証

　
観
光
庁
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

観
光
分
野
の
行
動
制
限
の
緩

和
に
向
け
て
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
履
歴
や
検
査
結
果
を
活
用

し
た
「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
の
技
術
的
な
実

証
事
業
を
開
始
し
た
。
（


日
付
）

　
■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク

に
登
録
　
栃
木
県
那
須
塩
原

市
は
、
日
光
国
立
公
園
内
に

あ
る
塩
原
温
泉
、
板
室
温
泉

の
両
地
区
が
環
境
省
の
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」
に
登

録
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。

（

日
付
）

　
■
「
観
光
立
国
復
活
へ
観

光
業
支
援
」
　
岸
田
文
雄
首

相
は
衆
参
両
院
の
本
会
議
で

所
信
表
明
演
説
を
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
観
光

政
策
に
つ
い
て
は
、
「
観
光

立
国
復
活
に
向
け
た
観
光
業

支
援
」
を
強
化
す
る
方
針
を

示
し
た
。
（

日
付
）

　
■
東
京
、
大
阪
、
京
都
が

ト
ッ
プ
３
　
米
国
の
大
手
旅

行
雑
誌
「
コ
ン
デ
・
ナ
ス
ト

・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
」
の
読
者
投

票
ラ
ン
キ
ン
グ
の
２
０
２
１

１
年
版
の
結
果
が
５
日
に
発

表
さ
れ
、
「
世
界
で
最
も
魅

力
的
な
大
都
市
ト
ッ
プ

」

の
１
位
に
東
京
、
２
位
に
大

阪
、３
位
に
京
都
が
入
っ
た
。

日
本
の
都
市
が
上
位
３
位
を

占
め
る
の
は
初
め
て
。
（


日
付
）

　
■
「
県
民
割
」
相
次
ぎ
再

開
　
観
光
庁
は
、

月

日

の
時
点
で
国
の
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
予
算
か
ら

補
助
金
を
交
付
し
た
地
域
観

光
事
業
支
援
に
よ
る
「
県
民

割
」
事
業
が

県
で
実
施
中

と
発
表
し
た
。
（

日
付
）

　
■
初
の
日
本
代
表
に
大
森

さ
ん
（
帝
国
ホ
テ
ル
）
　
来

年
、
中
国
・
上
海
市
で
開
催

さ
れ
る
第

回
技
能
五
輪
国

際
大
会
の
「
ホ
テ
ル
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
職
種
」
に
出
場
す
る

日
本
代
表
選
手
を
決
め
る
選

考
会
が
開
か
れ
、
帝
国
ホ
テ

ル
の
大
森
萌
さ
ん
が
優
勝
し

た
。
（

日
付
）

　
■
与
党
自
民
が
過
半
数
　

第

回
衆
院
選
が

月

日

投
開
票
さ
れ
、
与
党
自
民
党

が
過
半
数
の
２
６
１
議
席
、

連
立
を
組
む
公
明
党
、
与
党

系
の
無
所
属
と
合
わ
せ
て
２

９
４
議
席
を
獲
得
し
た
。
観

光
関
係
で
は
、
和
歌
山
３
区

か
ら
立
候
補
し
た
全
国
旅
行

業
協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）
会
長

で
自
民
党
前
幹
事
長
の
二
階

俊
博
氏
、
自
民
党
観
光
産
業

振
興
議
員
連
盟
会
長
の
細
田

博
之
氏
（
島
根
１
区
）
、
自

民
党
観
光
立
国
調
査
会
会
長

の
林
幹
雄
氏
（
千
葉

区
）

が
当
選
を
果
た
し
た
。
（
８

日
付
）

　
■
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー


万
人
突
破
　
エ
イ
チ
・
ア
イ

・
エ
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）
は
、
昨

年
４
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
ツ

ア
ー
の
体
験
者
数
が

万
人

を
突
破
し
た
こ
と
を
発
表
し

た
。

月
末
ま
で
に
累
計
約

５
千
本
の
ツ
ア
ー
を
催
行
。

（

日
付
）

　
■
経
常
利
益

億
円
計
上

見
通
し
　
ア
パ
グ
ル
ー
プ

は
、

年

月
期
連
結
決
算

で
経
常
利
益

億
円
を
計
上

す
る
見
通
し
を
明
ら
か
に
し

た
。
元
谷
代
表
は
さ
ら
に

「

年
に
経
常
利
益
５
０
０

億
円
を
目
指
す
」と
述
べ
た
。

（

日
付
）

　
■
４
年
ぶ
り
東
京
開
催
へ

　
国
内
外
の
観
光
関
係
者
が

集
ま
る
観
光
総
合
見
本
市

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ

ャ
パ
ン
２
０
２
２
」
が
来
年

９
月

～

日
に
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト（
東
京
都
江
東
区
）

で
開
催
さ
れ
る
。（

日
付
）

　
■
新
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
予
算
は
１

・
３
兆
円
　
国
土
交
通
省
は

新
た
な
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
事
業
の
予
算
額
が
１
兆
３

２
３
９
億
円
に
な
る
と
発
表

し
た
。
政
府
が
経
済
対
策
に

基
づ
く
補
正
予
算
案
を
同
日

に
決
定
。
（
６
日
付
）

　
■
会
員
の
付
加
価
値
を
向

上
　
楽
天
グ
ル
ー
プ
と
米
国

の
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
大
手
で

あ
る
マ
リ
オ
ッ
ト
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
米
国
メ
リ

ー
ラ
ン
ド
州
）
は
、
会
員
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
始
め

た
こ
と
を
発
表
し
た
。
（


日
付
）

　
■
「
ゆ
ふ
い
ん
安
心
の
宿

宣
言
」
　
由
布
院
温
泉
旅
館

組
合
（
大
分
県
）
は
、
「
ゆ

ふ
い
ん
安
心
の
宿
宣
言
」
の

も
と
で
安
全
に
来
訪
客
を
迎

え
る
た
め
の
諸
項
目
を
制
定

し
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

事
業
の
開
始
に
合
わ
せ
て
全

国
に
発
信
す
る
。（

日
付
）

　
■
草
津
が

年
連
続
１
位

　
観
光
経
済
新
聞
社
主
催
、

第

回
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉

１
０
０
選
」
で
草
津
温
泉

（
群
馬
県
）
が

年
連
続
１

位
を
獲
得
。
２
位
下
呂
（
岐

阜
県
）
、
３
位
別
府
八
湯

（
大
分
県
）
。
「
人
気
温
泉

旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
」
も

決
定
。
（

日
付
）


